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本論文は以下の構成である。第 1章は背景と目的，第 2章は乳癌検出技術の原理，第 3
章は携帯型乳癌検出装置プロトタイプ，第 4章は乳癌検出のための共焦点画像アルゴリズ
ム，第 5章は高解像度乳癌イメージングのための人工的干渉雑音除去技術，第 6章は乳癌
検出の臨床試験，第 7章は結論をそれぞれ述べている。 
 
以上のように，本研究では CMOS集積回路を用いた時間領域インパルスレーダーイメージ
ング技術を開発し，この技術を用いることで乳癌検出に使用する 3次元共焦点画像の高解像度
化を実現した。その学術的意義は十分高い。また大学病院における臨床試験で 100%の検出
率を実証したことの工学的意義も極めて大きい。 
 
よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認め
る。 
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